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事務局

教育委員会

管理部
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日 時 令和５年６月２７日（火） １８時３０分 ～ １９時４０分

場 所 桜島公民館大研修室

出 席 者 桜島地域における義務教育学校整備検討委員会委員  １３名（欠席２名）

市出席者 学校整備室長 ほか

会 次 第

１ 開会

２ 桜島新設校の防犯対策について

３ 閉会

主な意見等

●防犯対策

・教職員や公民館職員、地域住民など多くの人の眼差しや気配で、子ども達の安心・安

全が確保された学校を目指す。

・各教室棟２階入口のティーチャールーム設置、死角箇所への防犯カメラ設置、教室か

らの避難経路の複数確保など、特徴的な防犯対策を講じる。

・青色防犯パトロール隊との連携での見守りや、警察署との連携を検討中。

・顔認証システムを検証した。防犯性が高いメリットはあるが、児童のゲート前滞留、

顔データの管理、コスト高、などのデメリットがあるため設置を見送る。

［委員からの意見等］

・校庭で球技をしてボールが柵を超えて、子どもが道路の飛び出す事が危惧される。防

球ネットや柵の高さを十分検証してほしい。

・地域住民は高齢者も、新しい学校でランチルームや温水プールが使えることを楽しみ

にしている。要塞のようなセキュリティになることを心配していたが、人の目という

今日の案はいいと思う。

・公民館部分＋地域開放ミックスのエリアの防犯対策が弱いと、保護者からのクレーム

で「地域の人には使わせない」となるのではないか。

⇒（事務局）学校と公民館の複合施設であり、地域開放しないことはない。地域開放

のあり方は今後検証する。

・校内のセキュリティだけでなく、学校周辺や通学路のセキュリティも重要。

⇒（事務局）学校外への防犯カメラ設置などは、こちらでは困難。

・公民館での受付、職員室からの見守り、ティーチャールーム、防犯カメラと 4 段階の

セキュリティがある。今の桜島地域の学校と比べても十分な防犯性があり、いい案だ

と思う。


